
テーマ 「生物多様性と気候変動を適応してサーキュラーエコノミーへ」

2022年度 環境・温暖化対策事例発表会
CEN の皆様へ リモート視聴受付のお知らせ

主催：クールアースいばらき（茨城県地球温暖化防止活動推進センター）
水戸市元吉田町1736-20  （一社）茨城県環境管理協会内）

TEL 029-248-7431 FAX 029-240-1270 E-mail ibaonse@kankyokanri.or.jp

開催日時：令和４年９月２８日（水） 9:00～17:00（受付開始830～）

開催場所：ホテルレイクビュー水戸（水戸市宮町1丁目6-1）

「生物多様性な空間を守るための取り組み」

久米島ホタル館館長 佐藤文保氏

(PART 1) 生物多様性と気候変動 9:00～12:00

「気候非常事態宣言の推進」

東京大学名誉教授・東京公立大学法人理事長

気候気候非常事態ネットワーク名誉会長 山本良一 氏

講演 13:10～15:50
★「持続可能な地球社会の実現に向けて」

国立環境研究所特任フェロー Future Earth国際事務局

日本ハブ事務局長 春日 文子 氏

★「カーボンニュートラルへの取組み動向」

東京ガスネットワーク株式会社 茨城支社

推進グループ 安藤 正治 氏

★「脱炭素の動向と地方創生の事例」

株式会社 NTTアノードエナジー 茨城支店長 水口 英紀 氏

★「カーボンニュートラル社会に向かう建設マネジメント」

株式会社インデックスコンサルティング プロジェクトマネジメント事業本部

地方創生・官民連携グループリーダー 掛川 洋規氏

(PART ２) 「サーキュラーエコノミー」循環型経済の推進 13:00～17:00

コーディネーター ：山梨大学 燃料電池ナノ材料研究センター
研究企画部門 教授 吉積 潔 氏

パネリスト ：PART２講演者

パネルディスカッション 16:00～16:45

質疑応答・総評 16:45～17：00

久米島ホタルとホタルに繋がる在来の生きものを保護し、
健全な生態系を保全する「久米島ホタルの会」の活動事例。

水戸市生まれ。東京大学工学部工学系研究科大学院博士課程卒。気候危機の対応を積極的に進める
我が国の第一人者。アジア最大級の環境展エコプロ実行委員長、気候非常事態ネットワーク名誉会長の
他、東京都公立大学法人理事長を務める。2021年APO（アジア生産性機構）地域賞を受賞。

コーディネーター はもちろん
8年連続！「吉積 潔」氏 ➡➡➡



企業名/団体名

氏 名

連絡先
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茨城県地球温暖化防止活動推進センター 齊藤・天海 宛

ＦＡＸ番号 ０２９－２４０－１２７０

E-mail：ibaonse@kankyokanri.or.jp

2022年度 環境・温暖化対策事例発表会
CEN リモート視聴参加申込書

申込日：令和４年 月 日

※駐車場に限りがありますので、乗り合わせや公共交通機関でのご参加にご協力をお願いします。

★お申込みいただいたアドレスに視聴URLを送信いたします。
★会場視聴を希望の方は事前に事務局までご連絡お願い致します。

QRコードからも受付可能です。
CEN関係者専用受付QRコード


